
 第Ⅱ部 第１２章 欧米における近代国民国家の発展 

２ ヨーロッパの再編 （１）東方問題とロシアの改革                                   教教教教ｐｐｐｐ240240240240（（（（L17L17L17L17）～）～）～）～242242242242（（（（L8L8L8L8）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オスマン帝国 

第１次【2             】戦争 （1831～33） 

○エジプト（ムハンマド=アリー） VS オスマン帝国 

※ロシアがオスマン帝国を援助 

※フランスがエジプトを援助 

〔結果〕ロンドン会議（1840） 

…ダーダネルス=ボスフォラス海峡の自由航行禁止 

第２次【2             】戦争 （1839～40） 

【3        】戦争 （1853～56） 

○露がオスマン帝国内のギリシア正教徒保護を理由に開戦 

○ロシア VS オスマン帝国←英・仏・サルデーニャ（伊）が参戦 

〔結果〕【4     】条約（1856） 

…・・・・ダーダネルス=ボスフォラス海峡の軍艦航行禁止 

・・・・黒海の中立化 

《 東方問題 》 

《 ロシアの改革 》 
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                    （1855～81） の改革 

〔内容〕 

○【6        】令（1861）…農奴に人格的自由を付与 

※農民は農村共同体（ミール）に所属する小作人となり生活改善せず 

○【7        】反乱（1863）…ロシア領ポーランドの反乱⇒鎮圧 

→この後，皇帝は再び専制を強化 

ミールミールミールミール：ロシア全土に多数存

在した農村共同体。 

所属する農奴が納税や労役

の連帯責任を負った。 

農奴解放後も残され，地主へ

の小作料支払いなどの連帯

責任を負ったため，農民の生

活は改善しなかった。 
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○【9          】（人民主義者）…農村で農民への啓蒙活動を行った知識人 

※スローガン「ヴ＝ナロード」（人民の中へ） 

⇒農民の支持を得られず挫折 

⇒テロリズム（暴力主義）に走る！…アレクサンドル 2 世暗殺（1881） 

都市の知識人【8              】による改革運動（1870～80 年代） 

【1          】戦争 （1821～29） 

○ギリシアがオスマン帝国から独立 

※英仏露がギリシアを援助 

〔結果〕ダーダネルス=ボスフォラス海峡の自由航行 


